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美術工芸館では 2024 年 10 月８日 ( 火 ) から 2025 年 1 月 31 日（金）
まで「手仕事の風景―新収蔵・東北陶磁と芹沢銈介作品―」展を開催し
て い ま す。本 学 が 宮 城 県 加 美 町 の 芹 沢 長 介 記 念 東 北 陶 磁 文 化 館 か ら
2022 年に譲り受けた江戸後期～明治・大正期の陶磁器より、東北各地
や九州・沖縄地方を含む約 190 点を紹介。また芹沢銈介作品からは窯
場や紙漉き場の情景をモチーフとする着物や屏風など約 50 点を併せて
展示しています。
このたび新たに収蔵した陶磁器は、芹沢銈介のご子息で本学名誉教授の
故・芹沢長介氏が 40 数年にわたり収集したもので、その数約 1400 点
にのぼります。これらは、人間国宝である父・銈介譲りの審美眼と考古
学の研究成果により収集された
もので、東北の風土や美の在り
ようが色濃く反映されています。
今回、初お披露目する素朴で力
強さを備えたやきものの数々と、
父・銈介の着物・のれんといった
作品群が調和する展示室で、双
方が生涯をかけて追求した美しい
手仕事の世界をご体感ください。

胴の部分が平たい壺のことを「扁壺」といいます。本
作のように中央に穴が開いた環状形は珍しく、ドーナ
ツのような器の両面には、吉祥の兆しを表す「雲気文」
をまとった富士山や渡橋人物文といった山水図が描か
れています。イッチン描きという筒描技法による繊細
で温かみのある筆致にもご注目ください。
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所蔵品紹介　《富士文環状酒器》　福島県大堀相馬焼

ミュージアムショップからのお知らせ 
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展覧会のテーマに合わせて「仙台光原社」からやき
ものを取り寄せました。1968 年、岩手県盛岡市に
ある「光原社」の仙台店として開店。店舗の看板や
鉄行燈は芹沢銈介のデザインで、芹沢とも深いつな
がりがあります。創業者の「良いものを集める」と
いう言葉を大切に品物を扱っているお店です。

初披露！東北陶磁の優品が勢ぞろい

News
0 1

����������
美術工芸館

　　　　　　　　　2025 年カレンダーは 1947 年の復刻版。月ごとに
　　　　　　　　　配された、明るい色使いや緻密な初期の芹沢デザ
　　　　　　　　　インが魅力です。40 年間続いた型染カレンダー　
　　　　　　　　　ですが、残念ながら 2025 年版で制作が終了します。
現在、ショップで縮小印刷版の卓上カレンダーと併せて販売中です。
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日本民藝協会の機関誌「民藝」861
号（2024 年 9 月号）で芹沢銈介特
集が組まれ、当館学芸員が「芹沢銈
介　手仕事の風景」を寄稿。当館所
蔵の芹沢銈介作品《小川紙漉き文着
物》と《東北窯めぐり六曲屏風》に
つ い て、制 作 経 緯 や 表 現 さ れ た モ
チーフや情景を解説しました。

“ベ タ ー ラ イ フ” を テ ー マ に、日 々
の暮らしを豊かにする情報を発信し
ている雑誌です。
12 月号（no.���）は、「暮らしを楽
し む、手 仕 事 と 民 芸。」と い う テ ー
マで、芹沢作品が表紙を飾りました。
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パワー

　　　 　「美をまとう アフリカの衣装－芹沢銈介コレクション－」
　　　　  2024 年 4 月 16 日（火）～ 6 月 14 日（金）
本展では、大地の恵みに生きる諸民族の「パワー」と、その源とな
る美意識やデザインに焦点を当て、アフリカの衣装や装身具を紹介
しました。

日 本 陶 磁 協 会 の 機 関 誌「陶 説」
845 号（2024 年 11 月号）では
開 催 中 の 展 覧 会「手 仕 事 の 風 景
― 新 収 蔵・東 北 陶 磁 と 芹 沢 銈 介
作 品 ―」が 紹 介 さ れ、新 収 蔵 の
やきものを中心に作品 8 点の解
説を寄せました。

Report

ギャラリートーク・
　　ワークショップ開催
各々の展覧会でギャラリートークを開催
し、時季に合わせて、カーネーションの
ポストカードやうちわ作りのワーク
ショップを実施しました。

東北福祉大学公開講座　
「人間国宝・芹沢銈介の作品を愉しむ➀ ➁」

2024 年 6 月 11 日 ( 火 )/ 7 月 9 日 ( 火 )
　学芸員の解説とともに展覧会を鑑
　賞し、さらに講話や染色体験を通
　　して、芹沢銈介の豊かな感性や
　　魅力をお伝えしました。

　　　　　　「芹沢銈介　本の装いと挿絵の世界」
　　　　　　2024 年 6 月 25 日（火）～ 7 月 21 日（日）
　　　　本の「装幀」から物語の「挿絵」や「カット」まで、
その制作にかかわる資料等も含めて約 150 点を一堂に展示しま
した。
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